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東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会実施段階  

環境影響評価書案（海の森クロスカントリーコース）審査意見書 
 

 

 

 「東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会実施段階環境影響評価 

書案（海の森クロスカントリーコース）」（以下「評価書案」という。）について審 

査した結果、「東京２０２０オリンピック・パラリンピック環境アセスメント指針 

（実施段階環境アセスメント及びフォローアップ編）」（２５環都環第５０５号局 

長決定）に規定する意見は、下記のとおりである。 

 

 

                   東 京 都 環 境 局 長 

                       遠 藤 雅 彦 

 

 

記 

 

 

第１ 対象事業等 

 １ 実施者の名称及び所在地 

   名 称：東京都 

   代表者：東京都知事 小池 百合子 

   所在地：東京都新宿区西新宿二丁目８番１号 

 

 ２ 対象事業の名称 

   東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会 

   実施段階環境影響評価書案（海の森クロスカントリーコース） 

 

 ３ 対象事業の所在地 

    東京都中央防波堤内側埋立地 

 

 

 

 

 



  

第２ 意 見 

評価書案は、おおむね「東京２０２０オリンピック・パラリンピック環境ア

セスメント指針（実施段階環境アセスメント及びフォローアップ編）」に従っ

て作成されたものであると認められる。 

なお、環境影響評価書を作成するに当たっては、次に指摘する事項について

留意し、その記載内容が充実するとともに一層理解しやすいものとなるよう努

めるべきである。 

 

 

【生態系（生物の生育・生息基盤、生物・生態系、緑）】 

（生物の生育・生息基盤、生物・生態系、緑 共通） 

① 本事業は、都民等の協力により植樹された約２万本の樹木を移植する計画

としていることから、樹齢や樹種等に応じた適切な移植を行うとともに移植

後の状況についてもフォローアップ調査で報告すること。 

 

② 本事業で整備する芝コースは、大会後も海の森公園（仮称）の一部として

利用可能な計画としていることから、その内容について具体的に示すこと。 


